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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに交差する方向に形成される走査線及びデータ線と、
　赤色有機発光ダイオードを含む赤色画素と、
　緑色有機発光ダイオードを含む緑色画素と、
　青色有機発光ダイオードを含む青色画素と、
　前記赤色画素、前記緑色画素及び前記青色画素のそれぞれに含まれて、前記走査線から
供給される走査信号に対応して前記データ線に供給されるデータ信号を伝達するためのス
イッチング部と、
　前記赤色画素、前記緑色画素及び前記青色画素のそれぞれに含まれて、前記スイッチン
グ部から供給されるデータ信号に対応して所定の電流を自分と接続された前記有機発光ダ
イオードに供給するための駆動回路と、を具備し、
　前記スイッチング部に含まれるトランジスタの数は、前記赤色、前記緑色及び前記青色
有機発光ダイオードの発光効率に対応して、前記赤色画素、前記緑色画素及び前記青色画
素の中の少なくとも二つの画素で互いに異なるように設定されることを特徴とする有機電
界発光表示装置。
【請求項２】
　前記有機発光ダイオードの発光効率が良いほど、前記スイッチング部に含まれる前記ト
ランジスタの数がさらに多く設定されることを特徴とする請求項1記載の有機電界発光表
示装置。
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【請求項３】
　前記緑色画素のスイッチング部に含まれるトランジスタの数が、前記赤色画素及び前記
青色画素のスイッチング部に含まれるトランジスタの数より多く設定されることを特徴と
する請求項2記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記赤色画素のスイッチング部に含まれるトランジスタの数が、前記青色画素のスイッ
チング部に含まれるトランジスタの数より多く設定されることを特徴とする請求項3記載
の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記赤色画素及び前記青色画素のスイッチング部には、同じ数のトランジスタが含まれ
ることを特徴とする請求項3記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記駆動回路は、
　前記スイッチング部から供給されるデータ信号に対応する電圧を保存するためのストレ
ージキャパシタと、
　前記ストレージキャパシタに保存された電圧に対応する電流を前記有機発光ダイオード
に供給するための第2トランジスタと、
を備えることを特徴とする請求項1記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記駆動回路は、
　前記第2トランジスタと前記有機発光ダイオードとの間に配置されて、前記走査線と平
行に形成される発光制御線と接続される第3トランジスタをさらに備えることを特徴とす
る請求項6記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記走査線に走査信号を順次供給するための走査駆動部と、
　前記データ線に前記走査信号と同期するようにデータ信号を供給するためのデータ駆動
部と、
を備えることを特徴とする請求項1記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記走査線に走査信号を順次供給して、前記発光制御線に発光制御信号を順次供給する
ための走査駆動部と、
　前記データ線に前記走査信号と同期するようにデータ信号を供給するためのデータ駆動
部と、
を備えることを特徴とする請求項7記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　互いに平行に形成される走査線及び発光制御線と、
　前記走査線と交差する方向に形成されるデータ線と、
　赤色有機発光ダイオードを含む赤色画素と、
　緑色有機発光ダイオードを含む緑色画素と、
　青色有機発光ダイオードを含む青色画素と、
　前記赤色画素、前記緑色画素及び前記青色画素のそれぞれに含まれて、i(iは自然数)番
目走査線に供給される走査信号に対応して前記データ線に供給されるデータ信号を伝達す
るためのスイッチング部と、
　前記赤色画素、前記緑色画素及び前記青色画素のそれぞれに含まれて、前記スイッチン
グ部から供給されるデータ信号に対応する所定の電流を自分と接続された有機発光ダイオ
ードに供給するための駆動回路と、
　前記赤色画素、前記緑色画素及び前記青色画素のそれぞれに含まれて、i-1番目走査線
に走査信号が供給される時に前記駆動回路に初期化電源を供給するための初期化部と、を
含み、
　前記初期化部に含まれるトランジスタの数は、前記赤色、前記緑色及び前記青色有機発
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光ダイオードの発光効率に対応して前記赤色画素、前記緑色画素及び前記青色画素の中の
少なくとも二つの画素で互いに異なるように設定されることを特徴とする有機電界発光表
示装置。
【請求項１１】
　前記有機発光ダイオードの発光効率が良いほど、前記初期化部に含まれる前記トランジ
スタの数がさらに多く設定されることを特徴とする請求項10記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項１２】
　前記緑色画素の初期化部に含まれるトランジスタの数が、前記赤色画素及び前記青色画
素の初期化部に含まれるトランジスタの数より多く設定されることを特徴とする請求項11
記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　前記赤色画素の初期化部に含まれるトランジスタの数が、前記青色画素の初期化部に含
まれるトランジスタの数より多く設定されることを特徴とする請求項12記載の有機電界発
光表示装置。
【請求項１４】
　前記赤色画素及び前記青色画素の初期化部には、同じ数のトランジスタが含まれること
を特徴とする請求項12記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１５】
　前記スイッチング部は、
　前記走査線に走査信号が供給される時にターンオンされて、前記データ線に供給される
データ信号を前記駆動回路に供給するための第1トランジスタを備えることを特徴とする
請求項10記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
　前記駆動回路は、
　前記スイッチング部から供給されるデータ信号に対応する電圧を充電するためのストレ
ージキャパシタと、
　前記ストレージキャパシタの一方の端子に接続されて、前記ストレージキャパシタに充
電された電圧に対応する電流を前記有機発光ダイオードに供給するための第2トランジス
タと、
　前記第2トランジスタのゲート電極と第2電極との間に接続されて、前記i番目走査線に
走査信号が供給される時にターンオンされる第3トランジスタと、
　前記第2トランジスタと前記ストレージキャパシタの他方の端子との間に接続されて、
前記発光制御線に供給される発光制御信号によってターンオン及びターンオフが制御され
る第5トランジスタと、
　前記第2トランジスタと前記有機発光ダイオードとの間に接続されて、前記発光制御線
に供給される発光制御信号によってターンオン及びターンオフが制御される第4トランジ
スタと、
を備えることを特徴とする請求項15記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１７】
　前記走査線に走査信号を順次供給して、前記発光制御線に発光制御信号を順次供給する
ための走査駆動部と、
　前記データ線に前記走査信号と同期するようにデータ信号を供給するためのデータ駆動
部と、
を備えることを特徴とする請求項10記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１８】
　前記スイッチング部に含まれるトランジスタの数は、前記赤色、前記緑色及び前記青色
有機発光ダイオードの発光効率に対応して、前記赤色画素、前記緑色画素及び前記青色画
素の中の少なくとも二つの画素で互いに異なるように設定されることを特徴とする請求項
10記載の有機電界発光表示装置。
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【請求項１９】
　前記有機発光ダイオードの発光効率が良いほど、前記スイッチング部に含まれる前記ト
ランジスタの数がさらに多く設定されることを特徴とする請求項18記載の有機電界発光表
示装置。
【請求項２０】
　前記緑色画素のスイッチング部に含まれるトランジスタの数が、前記赤色画素及び前記
青色画素のスイッチング部に含まれるトランジスタの数より多く設定されることを特徴と
する請求項19記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２１】
　前記赤色画素のスイッチング部に含まれるトランジスタの数が、前記青色画素のスイッ
チング部に含まれるトランジスタの数より多く設定されることを特徴とする請求項20記載
の有機電界発光表示装置。
【請求項２２】
　前記赤色画素及び前記青色画素のスイッチング部には、同じ数のトランジスタが含まれ
ることを特徴とする請求項20記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機電界発光表示装置に関し、特に漏洩電流と無関係に均一な輝度の映像を表
示できるようにした有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管(Cathode Ray Tube)の短所である重さと体積を減らすことができる各種
平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては液晶表示装置(Liquid Crystal Di
splay)、電界放出表示装置(Field Emission Display)、プラズマ表示パネル(Plasma Disp
lay Panel)、及び有機電界発光表示装置(Organic Light Emitting Display)などがある。
【０００３】
　平板表示装置の中で有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生す
る有機発光ダイオードを利用して映像を表示する。このような、有機電界発光表示装置は
早い応答速度を持つと同時に低い消費電力によって駆動されるという長所がある。
【０００４】
　図1は、従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【０００５】
　図1を参照すれば、従来の有機電界発光表示装置の画素4は、有機発光ダイオードOLEDと
、データ線Dm及び走査線Snに接続されて、有機発光ダイオードOLEDを制御するための画素
回路2とを備える。
【０００６】
　有機発光ダイオードOLEDのアノード電極は、画素回路2に接続されて、カソード電極は
第2電源ELVSSに接続される。このような有機発光ダイオードOLEDは画素回路2から供給さ
れる電流に対応して所定輝度の光を生成する。
【０００７】
　画素回路2は、走査線Snに走査信号が供給される時にデータ線Dmに供給されるデータ信
号の供給を受けて、供給を受けたデータ信号に対応して有機発光ダイオードOLEDに供給さ
れる電流量を制御する。このために、画素回路2は第1電源ELVDDと有機発光ダイオードOLE
Dとの間に接続された第2トランジスタM2と、第2トランジスタM2、データ線Dm及び走査線S
nの間に接続された第1トランジスタM1と、第2トランジスタM2のゲート電極と第1電極との
間に接続されたストレージキャパシタCstとを備える。
【０００８】
　第1トランジスタM1のゲート電極は走査線Snに接続されて、第1電極はデータ線Dmに接続
される。そして、第1トランジスタM1の第2電極は第2トランジスタM2のゲート電極に接続
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される。ここで、第1電極はソース電極及びドレイン電極の中のいずれか一つに設定され
て、第2電極は第1電極とは別の電極に設定される。例えば、第1電極がソース電極に設定
されれば第2電極はドレイン電極に設定される。走査線Sn及びデータ線Dmに接続された第1
トランジスタM1は、走査線Snから走査信号が供給される時にターンオンされて、データ線
Dmから供給されるデータ信号を第2トランジスタM2のゲート電極に供給する。この時、ス
トレージキャパシタCstはデータ信号に対応する電圧が充電される。
【０００９】
　第2トランジスタM2のゲート電極はストレージキャパシタCstの一方の端子に接続されて
、第1電極はストレージキャパシタCstの他方の端子及び第1電源ELVDDに接続される。そし
て、第2トランジスタM2の第2電極は有機発光ダイオードOLEDのアノード電極に接続される
。このような第2トランジスタM2はストレージキャパシタCstに保存された電圧値に対応し
て、第1電源ELVDDから有機発光ダイオードOLEDを経由して第2電源ELVSSに流れる電流量を
制御する。この時、有機発光ダイオードOLEDは第2トランジスタM2から供給される電流量
に対応する光を生成する。
【００１０】
　このような従来の画素4で所望の画像を表示するためには、ストレージキャパシタCstに
充電された電圧、すなわち、データ信号に対応する電圧が一フレームの間安定的に維持さ
れなければならない。しかし、従来の画素4では画像が表示される期間の間、所定の漏洩
電流がストレージキャパシタCstから第1トランジスタM1を経由してデータ線Dmに供給され
る。
【００１１】
　このように、漏洩電流が発生すれば、ストレージキャパシタCstに保存された電圧が変
動する。ここで、ストレージキャパシタCstの変動電圧値に対応して赤色画素、緑色画素
及び青色画素がおおよそ同じ輝度だけ変化すれば均一な画像を表示することができ、これ
によって漏洩電流による影響が観察者の目に認識されない。
【００１２】
　しかし、赤色画素に含まれる赤色有機発光ダイオード、緑色画素に含まれる緑色有機発
光ダイオード及び青色画素に含まれる青色有機発光ダイオードの材料特性によってストレ
ージキャパシタCstの電圧変動量が同じであっても赤色画素、緑色画素及び青色画素から
発生する光の量が互いに異なることになる。
【００１３】
　詳しく説明すれば、現在使われる材料特性によって発光効率は、数学式1のように決定
される。
【００１４】
［数学式1］
OLED(G)>OLED(R)>OLED(B)
【００１５】
　したがって、ストレージキャパシタCstで同一電圧値が変化する場合、緑色有機発光ダ
イオードOLEDGの輝度が最も多く変化し、青色有機発光ダイオードOLEDBの輝度が最も少な
く変化する。このように、漏洩電流による赤色画素、緑色画素及び青色画素の輝度変化量
が異なるように設定されれば、均一な画像を表示することができず、これによって漏洩電
流による輝度変化が観察者に観測されるという問題点がある。
【特許文献１】特開2003-317961号公報
【特許文献２】特開2001-183704号公報
【特許文献３】特開平8-46213号公報
【特許文献４】大韓民国特許公開第2001-0067258号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　したがって、本発明の目的は漏洩電流と無関係に均一な輝度の映像を表示できるように
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した有機電界発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　前記目的を果たすために、本発明の実施例による有機電界発光表示装置は、互いに交差
する方向に形成される走査線及びデータ線と、赤色有機発光ダイオードを含む赤色画素と
、緑色有機発光ダイオードを含む緑色画素と、青色有機発光ダイオードを含む青色画素と
、前記赤色画素、前記緑色画素及び前記青色画素のそれぞれに含まれて、前記走査線から
供給される走査信号に対応して前記データ線に供給されるデータ信号を伝達するためのス
イッチング部と、前記赤色画素、前記緑色画素及び前記青色画素のそれぞれに含まれて、
前記スイッチング部から供給されるデータ信号に対応して所定の電流を自分と接続された
前記有機発光ダイオードに供給するための駆動回路を具備し、前記スイッチング部に含ま
れるトランジスタの数は、前記赤色、前記緑色及び前記青色有機発光ダイオードの発光効
率に対応して前記赤色画素、前記緑色画素及び前記青色画素の中の少なくとも二つの画素
で互いに異なるように設定される。
【００１８】
　本発明の他の実施例による有機電界発光表示装置は、互いに平行に形成される走査線及
び発光制御線と、前記走査線と交差する方向に形成されるデータ線と、赤色有機発光ダイ
オードを含む赤色画素と、緑色有機発光ダイオードを含む緑色画素と、青色有機発光ダイ
オードを含む青色画素と、前記赤色画素、前記緑色画素及び前記青色画素のそれぞれに含
まれて、i(iは自然数)番目走査線に供給される走査信号に対応して前記データ線に供給さ
れるデータ信号を伝達するためのスイッチング部と、前記赤色画素、前記緑色画素及び前
記青色画素のそれぞれに含まれて、前記スイッチング部から供給されるデータ信号に対応
する所定の電流を自分と接続された有機発光ダイオードに供給するための駆動回路と、前
記赤色画素、前記緑色画素及び前記青色画素のそれぞれに含まれて、i-1番目走査線に走
査信号が供給される時に前記駆動回路に初期化電源を供給するための初期化部とを含み、
前記初期化部に含まれるトランジスタの数は、前記赤色、前記緑色及び前記青色有機発光
ダイオードの発光効率に対応して前記赤色画素、前記緑色画素及び前記青色画素の中の少
なくとも二つの画素で互いに異なるように設定される。
【発明の効果】
【００１９】
　上述したように、本発明の実施例による有機電界発光表示装置によれば、有機発光ダイ
オードの発光効率を考慮して漏洩経路に配置されるトランジスタの数を設定するので、均
一な輝度の画像を表示することができる。つまり、発光効率の高い有機発光ダイオードを
含む画素では少ない漏洩電流が流れるようにトランジスタの数を設定し、発光効率の低い
有機発光ダイオードを含む画素では多くの漏洩電流が流れるようにトランジスタの数を設
定する。そうすると、漏洩電流によって変化する光の量がそれぞれの有機発光ダイオード
ごとに類似に設定され、これによって均一な輝度の画像を表示することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の属する技術分野において通常の知識を有する者が本発明を容易に実施す
ることができる好ましい実施例を添付された図2ないし図14を参照して詳しく説明する。
【００２１】
　図2は、本発明の第1実施例による有機電界発光表示装置を示す図面である。
【００２２】
　図2を参照すれば、本発明の第1実施例による有機電界発光表示装置は、走査線S1ないし
Sn及びデータ線D1ないしDmと接続されるように配置される画素40を含む画素部30と、走査
線S1ないしSnを駆動するための走査駆動部10と、データ線D1ないしDmを駆動するためのデ
ータ駆動部20と、走査駆動部10及びデータ駆動部20を制御するためのタイミング制御部50
とを備える。
【００２３】
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　走査駆動部10はタイミング制御部50から走査駆動制御信号SCSの供給を受ける。走査駆
動制御信号SCSの供給を受けた走査駆動部10は、走査信号を生成して、生成された走査信
号を走査線S1ないしSnに順次供給する。
【００２４】
　データ駆動部20はタイミング制御部50からデータ駆動制御信号DCSの供給を受ける。デ
ータ駆動制御信号DCSの供給を受けたデータ駆動部20は、データ信号を生成して、生成さ
れたデータ信号を走査信号と同期するようにデータ線D1ないしDmに供給する。
【００２５】
　タイミング制御部50は外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号DCS
及び走査駆動制御信号SCSを生成する。タイミング制御部50から生成されたデータ駆動制
御信号DCSはデータ駆動部20に供給されて、走査駆動制御信号SCSは走査駆動部10に供給さ
れる。そして、タイミング制御部50は外部から供給されるデータをデータ駆動部20に供給
する。
【００２６】
　画素部30は外部から第1電源ELVDD及び第2電源ELVSSの供給を受けてそれぞれの画素40に
供給する。第1電源ELVDD及び第2電源ELVSSの供給を受けた画素40のそれぞれは、データ信
号に対応する光を生成する。ここで、画素40はデータ信号に対応して赤色光を生成する赤
色画素R、緑色光を生成する緑色画素G及び青色光を生成する青色画素Bで分けられる。こ
のような本発明では、赤色画素R、緑色画素G及び青色画素Bの中の少なくとも一つの画素
で、漏洩経路に配置されるトランジスタの数が異なるように設定される。
【００２７】
　図3は、図2に示された赤色画素、緑色画素及び青色画素の第1実施例を示す図面である
。
【００２８】
　図3を参照すれば、本発明の第1実施例では赤色画素R、緑色画素G及び青色画素Bのそれ
ぞれにおいて、走査線Snと接続されてデータ信号を供給するためのスイッチング部62のト
ランジスタの数が互いに異なるように設定される。言い換えれば、発光効率(数学式1に記
載)が良いほどスイッチング部62にさらに多くのトランジスタが含まれる(すなわち、発光
効率に比例してトランジスタの数が増える)。
【００２９】
　より詳しく説明すれば、緑色有機発光ダイオードOLEDGを含む緑色画素Gのスイッチング
部62には三つのトランジスタM1-1、M1-2、M1-3が形成される。このように三つのトランジ
スタM1-1、M1-2、M1-3が駆動回路60とデータ線Dm-1との間に形成されれば、駆動回路60か
らデータ線Dm-1に供給される漏洩電流量を最小化することができる。
【００３０】
　赤色有機発光ダイオードOLEDRを含む赤色画素Rのスイッチング部62には二つのトランジ
スタM1-1、M1-2が形成される。このように二つのトランジスタM1-1、M1-2が駆動回路60と
データ線Dm-2との間に形成されれば、緑色画素Gより多い量の漏洩電流が駆動回路60から
データ線Dm-2に供給される。
【００３１】
　青色有機発光ダイオードOLEDBを含む青色画素Bのスイッチング部62には一つのトランジ
スタM1が形成される。このように一つのトランジスタM1が駆動回路60とデータ線Dmの間に
形成されれば赤色画素Rより多い量の漏洩電流が駆動回路60からデータ線Dmに供給される
。
【００３２】
　すなわち、本発明では有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDBの発光効率を考慮して
、走査線Snと駆動回路60との間に配置されるトランジスタの数を制御する。このように駆
動回路60と走査線Snとの間に配置されるトランジスタの数が発光効率に比例して設置され
れば、漏洩電流と無関係に均一な輝度の映像を表示することができる。言い換えれば、発
光効率が良い緑色画素Gで一番少ない量の漏洩電流が発生し、発光効率が悪い青色画素Bで
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一番多い量の漏洩電流が発生する。すると、漏洩電流による有機発光ダイオードOLEDR、O
LEDG、OLEDBの輝度変化量がおおよそ一定に設定されて、これによって均一な輝度の映像
を表示することができる。
【００３３】
　一方、図3では説明の便宜性のために赤色画素Rに二つのトランジスタM1-1、M1-2、緑色
画素Gに三つのトランジスタM1-1、M1-2、M1-3、青色画素Bに一つのトランジスタM1が形成
されることを示したが、本発明はこれに限定されるものではない。実際に、赤色画素R、
緑色画素G及び青色画素Bに形成されるトランジスタの数は、発光効率を考慮して多様に設
定することができる。
【００３４】
　赤色画素R、緑色画素G及び青色画素Bのそれぞれに含まれる駆動回路60は、データ信号
に対応して所定の電流を第1電源ELVDDから有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDBに供
給する。ここで、駆動回路60の構成は、データ信号に対応する電流を有機発光ダイオード
OLEDR、OLEDG、OLEDBに供給するように多様に設定されうる。
【００３５】
　例えば、駆動回路60は図4に示されたようにスイッチング部62、有機発光ダイオードOLE
DR、OLEDG、OLEDB及び第1電源ELVDDと接続されるように設置される第2トランジスタM2と
、第2トランジスタM2のゲート電極と第1電極との間に配置されるストレージキャパシタCs
tとを備えることができる。
【００３６】
　ストレージキャパシタCstはスイッチング部62を経由して供給されるデータ信号に対応
する電圧が充電される。第2トランジスタM2はストレージキャパシタCstに充電された電圧
に対応する電流を有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDBに供給する。
【００３７】
　図5は、図2に示された赤色画素、緑色画素及び青色画素の第2実施例を示す図面である
。図5を説明する時、図3と同じ構成に対する詳細な説明は省略する。
【００３８】
　図5を参照すれば、本発明の第2実施例では緑色画素Gのスイッチング部64に含まれるト
ランジスタの数と赤色画素R及び青色画素Bに含まれるトランジスタの数とが互いに異なる
ように設定される。言い換えれば、本発明の第2実施例では赤色画素R及び青色画素Bのス
イッチング部64に含まれるトランジスタの数が同じに設定される。
【００３９】
　詳しく説明すれば、前述のように有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDBの発光効率
は数学式1のように決まる。ここで、赤色有機発光ダイオードOLEDR及び青色有機発光ダイ
オードOLEDBの発光効率は大きく差が発生しない。言い換えれば、赤色有機発光ダイオー
ドOLEDR及び青色有機発光ダイオードOLEDBの発光効率は、類似に設定されて、これによっ
てスイッチング部64に含まれるトランジスタが同じに設定されても輝度の差が大きく発生
しない。
【００４０】
　一方、図5では説明の便宜性のために赤色画素R及び青色画素Bに二つのトランジスタM1-
1、M1-2、緑色画素Gに三つのトランジスタM1-1、M1-2、M1-3が形成されることを示したが
、本発明はこれに限定されるものではない。実際に、赤色画素R及び青色画素Bに含まれる
トランジスタの数と緑色画素Gに含まれるトランジスタの数とは、発光効率を考慮して多
様に設定されうる。
【００４１】
　図6は、本発明の第2実施例による有機電界発光表示装置を示す図面である。
【００４２】
　図6を参照すれば、本発明の第2実施例による有機電界発光表示装置は、走査線S1ないし
Sn、発光制御線E1ないしEn及びデータ線D1ないしDmと接続されるように配置される画素14
0を含む画素部130と、走査線S1ないしSn及び発光制御線E1ないしEnを駆動するための走査
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駆動部110と、データ線D1ないしDmを駆動するためのデータ駆動部120と、走査駆動部110
及びデータ駆動部120を制御するためのタイミング制御部150とを備える。
【００４３】
　走査駆動部110は、タイミング制御部150から走査駆動制御信号SCSの供給を受ける。走
査駆動制御信号SCSの供給を受けた走査駆動部110は、走査信号を生成して、生成された走
査信号を走査線S1ないしSnに順次供給する。また、走査駆動制御信号SCSの供給を受けた
走査駆動部110は、発光制御信号を生成して、生成された発光制御信号を発光制御線E1な
いしEnに順次供給する。ここで、i(iは自然数)番目発光制御線Eiに供給される発光制御信
号はi番目走査線Siに供給される走査信号と重畳されるように供給される。実際に、発光
制御信号は走査信号の幅より広い幅に設定される。
【００４４】
　データ駆動部120は、タイミング制御部150からデータ駆動制御信号DCSの供給を受ける
。データ駆動制御信号DCSの供給を受けたデータ駆動部120は、データ信号を生成して、生
成されたデータ信号を走査信号と同期するようにデータ線D1ないしDmに供給する。
【００４５】
　タイミング制御部150は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号D
CS及び走査駆動制御信号SCSを生成する。タイミング制御部150から生成されたデータ駆動
制御信号DCSはデータ駆動部120に供給されて、走査駆動制御信号SCSは走査駆動部110に供
給される。そして、タイミング制御部150は外部から供給されるデータをデータ駆動部120
に供給する。
【００４６】
　画素部130は外部から第1電源ELVDD及び第2電源ELVSSの供給を受けてそれぞれの画素140
に供給する。第1電源ELVDD及び第2電源ELVSSの供給を受けた画素140のそれぞれは、デー
タ信号に対応する光を生成する。ここで、画素140はデータ信号に対応して赤色光を生成
する赤色画素R、緑色光を生成する緑色画素G及び青色光を生成する青色画素Bで分けられ
る。一方、画素140の発光時間は発光制御信号によって制御される。
【００４７】
　図7は、図6に示された赤色画素、緑色画素及び青色画素の第1実施例を示す図面である
。図7では駆動回路160が発光制御線Enと接続されることのみが異なっており、その外は図
5と同じ構成に設定される。よって、図5と同じ構成に対しては簡単に説明する。
【００４８】
　図7を参照すれば、赤色画素R、緑色画素G及び青色画素Bのそれぞれに、走査線Snと接続
されてデータ信号を供給するためのスイッチング部162のトランジスタの数が有機発光ダ
イオードOLEDR、OLEDG、OLEDBの発光効率に対応して互いに異なるように設定される。
【００４９】
　言い換えれば、緑色有機発光ダイオードOLEDGを含む緑色画素Gのスイッチ部162には三
つのトランジスタM1-1、M1-2、M1-3が形成されて、青色有機発光ダイオードOLEDBを含む
青色画素Bのスイッチング部162には一つのトランジスタM1が形成される。そして、赤色有
機発光ダイオードOLEDRを含む赤色画素Rのスイッチ部162には二つのトランジスタM1-1、M
1-2が形成される。
【００５０】
　このようにスイッチング部162に形成されるトランジスタの数が発光効率に対応して設
置されれば、漏洩電流と無関係に均一な輝度の映像を表示することができる。言い換えれ
ば、発光効率が良い緑色画素Gで一番少ない量の漏洩電流が発生し、発光効率が悪い青色
画素Bで一番多い量の漏洩電流が発生する。すると、漏洩電流による有機発光ダイオードO
LEDR、OLEDG、OLEDBの輝度変化量がおおよそ一定に設定されて、これによって均一な輝度
の映像を表示することができる。
【００５１】
　一方、図7では説明の便宜性のために赤色画素Rに二つのトランジスタM1-1、M1-2、緑色
画素Gに三つのトランジスタM1-1、M1-2、M1-3、青色画素Bに一つのトランジスタM1が形成
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されることを示したが、本発明はこれに限定されるものではない。実際に、赤色画素R、
緑色画素G及び青色画素Bに形成されるトランジスタの数は、発光効率を考慮して多様に設
定することができる。
【００５２】
　駆動回路160は、スイッチング部162から供給されるデータ信号に対応して、所定の電流
を第1電源ELVDDから有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDBに供給する。ここで、駆動
回路160は発光制御線Enから供給される発光制御信号に対応して発光時間が制御される。
そして、駆動回路160の構成は、発光制御線と接続されて、発光制御信号により発光時間
が制御されることができるように多様に設定することができる。
【００５３】
　例えば、駆動回路160は図8に示されたようにスイッチング部162、有機発光ダイオードO
LEDR、OLEDG、OLEDB及び第1電源ELVDDと接続されるように設置される第2トランジスタM2
と、第2トランジスタM2のゲート電極と第1電極との間に配置されるストレージキャパシタ
Cstと、第2トランジスタM2と有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDBとの間に接続され
る第3トランジスタM3とを備える。
【００５４】
　ストレージキャパシタCstは、スイッチング部62を経由して供給されるデータ信号に対
応する電圧が充電される。第2トランジスタM2はストレージキャパシタCstに充電された電
圧に対応する電流を有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDBに供給する。第3トランジス
タM3は発光制御信号が供給される時にターンオフされて、その外の期間の間はターンオン
される。
【００５５】
　ここで、第n発光制御線Enに供給される発光制御信号は、第n走査線Snに供給される走査
信号と重畳されるように供給される。よって、第3トランジスタM3は、ストレージキャパ
シタCstにデータ信号に対応する電圧が充電される期間の間ターンオフされて、ストレー
ジキャパシタCstに所望の電圧が充電された後にターンオンされる。
【００５６】
　図9は、図6に示された赤色画素、緑色画素及び青色画素の第2実施例を示す図面である
。図9を説明する時、図7と同じ構成に対する詳細な説明は省略する。
【００５７】
　図9を参照すれば、本発明の第2実施例では緑色画素Gのスイッチング部164に含まれるト
ランジスタの数と赤色画素R及び青色画素Bに含まれるトランジスタの数とが互いに異なる
ように設定される。言い換えれば、本発明の第2実施例では赤色画素R及び青色画素Bのス
イッチング部64に含まれるトランジスタの数が同じに設定される。
【００５８】
　詳しく説明すれば、前述のように有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDBの発光効率
は数学式1のように決まる。ここで、赤色有機発光ダイオードOLEDR及び青色有機発光ダイ
オードOLEDBの発光効率は大きく差が発生しない。言い換えれば、赤色有機発光ダイオー
ドOLEDR及び青色有機発光ダイオードOLEDBの発光効率は類似に設定されて、これによって
スイッチング部64に含まれるトランジスタが同じに設定されても輝度の差が大きく発生し
ない。
【００５９】
　一方、図9では説明の便宜性のために赤色画素R及び青色画素Bに二つのトランジスタM1-
1、M1-2、緑色画素Gに三つのトランジスタM1-1、M1-2、M1-3が形成されることを示したが
、本発明はこれに限定されるものではない。実際に、赤色画素R及び青色画素Bに含まれる
トランジスタの数と緑色画素Gに含まれるトランジスタの数とは、発光効率を考慮して多
様に設定することができる。
【００６０】
　上述した図8の画素140は有機発光ダイオードOLEDを駆動するための一般的な回路構成で
ある。しかし、図8のように画素140を構成すれば、有機発光ダイオードOLEDに電流を供給
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する第2トランジスタM2の閾値電圧のバラ付きによって、均一な画像を表示することがで
きないという問題点がある。よって、現在では第2トランジスタM2の閾値電圧のバラ付き
を補償するための多様な回路が提案された。このうち、初期化電源線と接続されて第2ト
ランジスタM2の閾値電圧のバラ付きを補償するための回路が一般的に用いられる。
【００６１】
　図10は、本発明の第3実施例による有機電界発光表示装置を示す図面である。
【００６２】
　図10を参照すれば、本発明の第3実施例による有機電界発光表示装置は、走査線S1ない
しSn及びデータ線D1ないしDmと接続されるように配置される画素240を含む画素部230と、
走査線S1ないしSn及び発光制御線E1ないしEnを駆動するための走査駆動部210と、データ
線D1ないしDmを駆動するためのデータ駆動部220と、走査駆動部210及びデータ駆動部220
を制御するためのタイミング制御部250とを備える。
【００６３】
　走査駆動部210はタイミング制御部250から走査駆動制御信号SCSの供給を受ける。走査
駆動制御信号SCSの供給を受けた走査駆動部210は、走査信号を生成して、生成された走査
信号を走査線S1ないしSnに順次供給する。また、走査駆動部210は、走査駆動制御信号SCS
に応答して発光制御信号を生成して、生成された発光制御信号を発光制御線E1ないしEnに
順次供給する。ここで、発光制御信号の幅は走査信号の幅と同じかあるいは広く設定され
る。
【００６４】
　データ駆動部220は、タイミング制御部250からデータ駆動制御信号DCSの供給を受ける
。データ駆動制御信号DCSの供給を受けたデータ駆動部220は、データ信号を生成して、生
成されたデータ信号を走査信号と同期するようにデータ線D1ないしDmに供給する。
【００６５】
　タイミング制御部250は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号D
CS及び走査駆動制御信号SCSを生成する。タイミング制御部250から生成されたデータ駆動
制御信号DCSはデータ駆動部220に供給されて、走査駆動制御信号SCSは走査駆動部210に供
給される。そして、タイミング制御部250は外部から供給されるデータをデータ駆動部220
に供給する。
【００６６】
　画素部230は外部から第1電源ELVDD及び第2電源ELVSSの供給を受けてそれぞれの画素240
に供給する。第1電源ELVDD及び第2電源ELVSSの供給を受けた画素240のそれぞれは、デー
タ信号に対応する光を生成する。ここで、画素240の発光時間は発光制御信号によって制
御される。そして、画素240のそれぞれは示されなかった初期化電源と接続されて初期化
される。
【００６７】
　ここで、画素240はデータ信号に対応して赤色光を生成する赤色画素R、緑色光を生成す
る緑色画素G及び青色光を生成する青色画素Bで分けられる。ここで、赤色画素R、緑色画
素G及び青色画素Bの中の少なくとも一つの画素では、初期化電源と接続されたトランジス
タの数が異なるように設定される。実際に、初期化電源は画素240を初期化するために低
い電圧に設定されて、これによって初期化電源と接続されたトランジスタで多くの漏洩電
流が発生する。
【００６８】
　図11は、図10に示された赤色画素、緑色画素及び青色画素の実施例を示す図面である。
【００６９】
　図11を参照すれば、赤色画素R、緑色画素G及び青色画素Bのそれぞれは、互いに異なる
色の光を生成する有機発光ダイオード(OLEDR、OLEDG、OLEDBの中でいずれか一つ)と、走
査線Snと接続されてデータ信号を供給するためのスイッチング部262と、スイッチング部2
62から供給されるデータ信号に対応する電流を有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDB
に供給するための駆動回路260と、駆動回路260に初期化電源Vintを供給するための初期化
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部264とを備える。
【００７０】
　スイッチング部262は、走査線Snに供給される走査信号に対応してデータ線Dに供給され
るデータ信号を駆動回路260に供給する。このために、図12に示されたようにスイッチン
グ部262には第1トランジスタM1が具備される。第1トランジスタM1は走査線Snに走査信号
が供給される時にターンオンされて、走査線Snとデータ線Dとを電気的に接続する。
【００７１】
　駆動回路260は、スイッチング部262から供給されるデータ信号に対応して所定の電圧を
充電し、充電された電圧に対応する電流を有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDBに供
給する。このために、駆動回路260は第2トランジスタM2、第3トランジスタM3、第4トラン
ジスタM4、第5トランジスタM5及びストレージキャパシタCstを備える。
【００７２】
　第2トランジスタM2の第1電極はスイッチング部262に接続されて、第2電極は第4トラン
ジスタM4の第1電極に接続される。そして、第2トランジスタM2のゲート電極はストレージ
キャパシタCstに接続される。このような第2トランジスタM2はストレージキャパシタCst
に充電された電圧に対応する電流を有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDBに供給する
。
【００７３】
　第3トランジスタM3の第1電極は第2トランジスタM2の第2電極に接続されて、第2電極は
第2トランジスタM2のゲート電極に接続される。そして、第3トランジスタM3のゲート電極
は第n走査線Snに接続される。このような第3トランジスタM3は第n走査線Sn(現在の走査線
)に走査信号が供給される時にターンオンされて、第2トランジスタM2をダイオード形態で
接続させる。
【００７４】
　第4トランジスタM4の第1電極は第2トランジスタM2の第2電極に接続されて、第2電極は
有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDBのアノード電極に接続される。そして、第4トラ
ンジスタM4のゲート電極は発光制御線Enに接続される。このような第4トランジスタM4は
発光制御信号が供給されない時にターンオンされて、第2トランジスタM2から供給される
電流を有機発光ダイオードOLEDに供給する。
【００７５】
　第5トランジスタM5の第1電極は第1電源ELVDDに接続されて、第2電極は第2トランジスタ
M2の第1電極に接続される。そして、第5トランジスタM5のゲート電極は発光制御線Enに接
続される。このような第5トランジスタM5は発光制御線Enに発光制御信号が供給されない
時にターンオンされて、第1電源ELVDDと第2トランジスタM2の第1電極とを電気的に接続さ
せる。
【００７６】
　初期化部264は、第n-1走査線(Sn-1；以前走査線)に走査信号が供給される時に駆動回路
260の第2トランジスタM2のゲート電極を初期化電源Vintの電圧に変更させる。このために
、初期化部264には少なくとも一つのトランジスタが含まれる。初期化部264に含まれるト
ランジスタは第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給される時にターンオンされて、第2トラン
ジスタM2のゲート電極と初期化電源Vintとを電気的に接続させる。ここで、初期化部264
に含まれるトランジスタの数は有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDBの発光効率に対
応して互いに異なるように設定される。
【００７７】
　詳しく説明すれば、緑色有機発光ダイオードOLEDGを含む緑色画素Gの初期化部264には
三つのトランジスタMi-1、Mi-2、Mi-3が形成されて、青色有機発光ダイオードOLEDBを含
む青色画素Bの初期化部264には一つのトランジスタMiが形成される。そして、赤色有機発
光ダイオードOLEDRを含む赤色画素Rの初期化部264には二つのトランジスタMi-1、Mi-2が
形成される。
【００７８】
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　このように初期化部264に形成されるトランジスタの数が発光効率に対応して設定され
れば、漏洩電流と無関係に均一な輝度の映像を表示することができる。言い換えれば、初
期化部246に含まれるトランジスタの数は発光効率が良い緑色画素Gで一番少ない量の漏洩
電流が発生して、発光効率が悪い青色画素Bで一番多い漏洩電流が発生するように設定さ
れる。すると、漏洩電流による有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDBの輝度変化量が
おおよそ一定に設定されて、これによって均一な輝度の映像を表示することができる。
【００７９】
　一方、図11では説明の便宜性のために赤色画素Rの初期化部264に二つのトランジスタMi
-1、Mi-2、緑色画素Gの初期化部264に三つのトランジスタMi-1、Mi-2、Mi-3、青色画素B
の初期化部264に一つのトランジスタMiが形成されることを示したが、本発明はこれに限
定されるものではない。実際に、赤色画素R、緑色画素G及び青色画素Bのそれぞれの初期
化部264に含まれるトランジスタの数は発、光効率を考慮して多様に設定することができ
る。
【００８０】
　図13は、図12に示された画素を駆動するための駆動波形を示す図面である。
【００８１】
　図12に示された第n-1走査線Sn-1及び第mデータ線Dmと接続された青色画素Bと、図13の
駆動波形とを利用して動作過程を詳しく説明する。まず、第n-1走査線Sn-1に走査信号が
供給されて、初期化部264に含まれる初期化トランジスタMiがターンオンされる。初期化
トランジスタMiがターンオンされればストレージキャパシタCstの一方の端子及び第2トラ
ンジスタM2のゲート電極に初期化電源Vintの電圧が供給される。ここで、初期化電源Vint
はデータ信号より低い電圧値に設定されるから、ストレージキャパシタCstの一方の端子
及び第2トランジスタM2のゲート電極は初期化電源Vintの電圧に初期化される。
【００８２】
　以後、第n走査線Snに走査信号が供給される。第n走査線Snに走査信号が供給されれば、
第1トランジスタM1及び第3トランジスタM3がターンオンされる。第3トランジスタM3がタ
ーンオンされれば、第2トランジスタM2がダイオード形態で接続される。第1トランジスタ
M1がターンオンされれば、データ線Dmに供給されるデータ信号が第2トランジスタM2の第1
電極に供給される。この時、第2トランジスタM2のゲート電極の電圧が初期化電源Vintの
電圧に設定されるから(すなわち、データ信号の電圧より低いため)、第2トランジスタM2
がターンオンされる。
【００８３】
　第2トランジスタM2がターンオンされれば、データ信号が第2トランジスタM2及び第3ト
ランジスタM3を経由してストレージキャパシタCstの一方の端子に供給される。ここで、
データ信号はダイオード形態で接続された第2トランジスタM2を経由してストレージキャ
パシタCstに供給されるから、ストレージキャパシタCstにはデータ信号及び第2トランジ
スタM2の閾値電圧に対応する電圧が充電される。
【００８４】
　ストレージキャパシタCstにデータ信号及び第2トランジスタM2の閾値電圧に対応する電
圧が充電された後、発光制御信号EMIの供給が中断されて、第4トランジスタM4及び第5ト
ランジスタM5がターンオンされる。第4トランジスタM4及び第5トランジスタM5がターンオ
ンされれば、第1電源ELVDDから有機発光ダイオードOLEDへの電流経路が形成される。この
場合、第2トランジスタM2はストレージキャパシタCstに充電された電圧に対応して第1電
源ELVDDから有機発光ダイオードOLEDに流れる電流量を制御する。
【００８５】
　ここで、画素240に含まれたストレージキャパシタCstには、データ信号のみならず、第
2トランジスタM2の閾値電圧に対応する電圧が追加的に充電されるから、第2トランジスタ
M2の閾値電圧と無関係に有機発光ダイオードOLEDに流れる電流量を制御することができる
。よって、それぞれの画素240は第2トランジスタM2の閾値電圧と無関係に均一な輝度の映
像を表示することができる。
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【００８６】
　図14は、図10に示された赤色画素、緑色画素及び青色画素の第2実施例を示す図面であ
る。図14を説明する時、図11と同じ構成に対する詳細な説明は省略する。
【００８７】
　図14を参照すれば、本発明の第2実施例では緑色画素Gの初期化部264に含まれるトラン
ジスタの数と赤色画素R及び青色画素Bの初期化部264に含まれるトランジスタの数とが互
いに異なるように設定される。言い換えれば、本発明の第2実施例では赤色画素R及び青色
画素Bに含まれるトランジスタの数が互いに同じに設定される。
【００８８】
　詳しく説明すれば、前述のように有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDBの発光効率
は数学式1のように決まる。ここで、赤色有機発光ダイオードOLEDR及び青色有機発光ダイ
オードOLEDBの発光効率は大きく差が発生しない。言い換えれば、赤色有機発光ダイオー
ドOLEDR及び青色有機発光ダイオードOLEDBの発光効率は類似に設定されて、これによって
初期化部264に含まれるトランジスタが同じに設定されても輝度の差が大きく発生しない
。
【００８９】
　一方、図14では説明の便宜性のために赤色画素R及び青色画素Bの初期化部264に二つの
トランジスタMi-1、Mi-2、緑色画素Gの初期化部264に三つのトランジスタMi-1、Mi-2、Mi
-3が形成されることを示したが、本発明はこれに限定されるものではない。実際に、赤色
画素R及び青色画素Bの初期化部264に含まれるトランジスタの数と緑色画素Gの初期化部26
4に含まれるトランジスタの数とは、発光効率を考慮して多様に設定することができる。
【００９０】
　一方、本発明において図11及び図14のスイッチング部262に含まれるトランジスタの数
も有機発光ダイオードOLEDR、OLEDG、OLEDBを考慮して設定することができる。例えば、
スイッチング部262に含まれるトランジスタの数は前述した図7及び図9のように設定する
ことができる。
【００９１】
　以上添付した図面を参照して本発明について詳細に説明したが、これは例示的なものに
過ぎず、当該技術分野における通常の知識を有する者であれば、多様な変形及び均等な他
の実施形態が可能であるということを理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９２】
【図１】一般的な有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【図２】本発明の第1実施例による有機電界発光表示装置を示す図面である。
【図３】図2に示された赤色画素、緑色画素及び青色画素を示す図面である。
【図４】図3に示された駆動回路の構成を示す回路図である。
【図５】図2に示された赤色画素、緑色画素及び青色画素の他の例を示す図面である。
【図６】本発明の第2実施例による有機電界発光表示装置を示す図面である。
【図７】図6に示された赤色画素、緑色画素及び青色画素を示す図面である。
【図８】図7に示された駆動回路の構成を示す回路図である。
【図９】図6に示された赤色画素、緑色画素及び青色画素の他の例を示す図面である。
【図１０】本発明の第3実施例による有機電界発光表示装置を示す図面である。
【図１１】図10に示された赤色画素、緑色画素及び青色画素を示す図面である。
【図１２】図11に示された駆動回路の構成を示す回路図である。
【図１３】図12に示された画素の駆動方法を示す波形図である。
【図１４】図10に示された赤色画素、緑色画素及び青色画素の他の例を示す図面である。
【符号の説明】
【００９３】
2:画素回路
4:画素
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10、110、210:走査駆動部
20、120、220:データ駆動部
30、130、230:画素部
40、140、240:画素
50、150、250:タイミング制御部
60、160、260:駆動回路
62、64、162、164、262:スイッチング部
264:初期化部
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【図２】

【図３】

【図４】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种无论漏电流如何都能够显示均匀亮度的图像的有机发光显示装置。ŽSOLUTION：显示设备包括相互交叉
的扫描线和数据线。显示装置还包括：红色，绿色和蓝色像素，分别具有红色，绿色和蓝色有机发光二极管;分别包括在红色，绿色
和蓝色像素中的开关部分，用于根据来自扫描线的扫描信号将数据信号传送到数据线;分别包括在红色，绿色和蓝色像素中的驱动电
路，用于根据从开关部分提供的数据信号向连接到它们自身的有机发光二极管提供预定电流。根据红色，绿色和蓝色有机发光二极
管的发光效率，使红色，绿色和蓝色像素中的至少两个在其开关部分中包括的晶体管的数量不同。Ž
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